
一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

２月15日㈫

岡
本 

和
德

府
民
　
右
京
区

▼ 

高
等
技
術
専
門
校
の
人
材
育
成
強
化

に
つ
い
て

▼ 

デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

に
つ
い
て

山
内 

佳
子

共
産
　
南
区

▼ 

高
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
通
学
費

な
ど
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

つ
い
て

▼ 

向
日
が
丘
支
援
学
校
の
建
て
替
え
と

寄
宿
舎
の
存
続
に
つ
い
て

自
民
　
下
京
区

小
巻 

實
司

▼ 

府
有
資
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

▼ 

鴨
川
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て共

産
　
八
幡
市

森
下 

由
美

▼ 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
保
健
所
の
体

制
強
化
に
つ
い
て

▼ 

大
型
商
業
施
設
の
影
響
に
よ
る
交
通

渋
滞
に
つ
い
て

自
民
　
宇
治
市
・
久
世
郡

藤
山 

裕
紀
子

▼ 

き
ょ
う
と
子
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て

▼ 

京
都
府
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

２月16日㈬

諸
岡 

美
津

公
明
　
右
京
区

▼ 

本
府
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ

い
て

▼ 

発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て

兎
本 

和
久

自
民
　
木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

府
南
部
地
域
の
高
速
道
路
の
整
備
効

果
に
つ
い
て

▼ 

淀
川
水
系
木
津
川
流
域
の
今
後
の
河

川
整
備
に
つ
い
て

四
方 

源
太
郎

自
民
　
綾
部
市

▼ 

京
都
府
立
農
業
大
学
校
の
充
実・発
展

に
つ
い
て

▼ 

府
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

２月14日㈪

中
村 

正
孝
　
自
民
　
亀
岡
市

中
小
企
業
対
策
と
し
て
創
設
し
た
融
資
制

度
を
含
め
、本
府
も
事
業
継
続
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
企
業
も
多
い
。

経
営
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
伴
走
支
援
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

先
行
し
て
府
内
４
地
域
に
特
別
経
営
指
導
員

を
配
置
し
金
融
機
関
と
協
力
し
て
中
小
企

業
の
経
営
改
善
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
金
融・経
営

一
体
型
支
援
事
業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、特
別
経
営

指
導
員
の
増
員
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

答
弁

そ
の
他
の
項
目
は
府
議
会

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

２
月
定
例
会
の
議
決
結
果
は

府
議
会
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

原
田 

完

共
産
　
中
京
区

▼ 

小
規
模
農
家
や
新
規
就
農
者
等
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
農
家
へ
の
支
援
に

つ
い
て

▼ 

中
小
企
業
の
経
営
の
実
態
と
そ
の
支

援
策
に
つ
い
て

家
元 

優

自
民
　
福
知
山
市

▼ 

京
都
府
消
防
体
制
の
整
備
推
進
計
画
に

基
づ
く
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

▼ 

中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
と

地
域
の
受
入
体
制
に
つ
い
て

田
中 

美
貴
子

府
民
　
宇
治
市
・
久
世
郡

▼ 

児
童
相
談
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

▼ 

子
ど
も
の
医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て

北
原 

慎
治

自
民
　
右
京
区

▼ 

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

▼ 

野
生
鳥
獣
の
ペッ
ト
フ
ー
ド
利
用
に
つ

い
て

林 

正
樹

公
明
　
山
科
区

▼ 

収
入
証
紙
廃
止
に
よ
る
キ
ャッ
シ
ュレ
ス

決
済
の
円
滑
な
実
施
と
決
済
情
報
を

活
用
し
た
電
子
申
請
の
さ
ら
な
る
推

進
に
つ
い
て

▼ 

京
都
府
立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書

籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と
機
能
強
化

に
つ
い
て

代
表

質
問

上
倉 

淑
敬

維
新
　
伏
見
区

▼ 

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

▼ 

児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
た
若
者
の

支
援
に
つ
い
て

山
本 

篤
志

府
民
　
木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
障
が
い

者
に
も
た
ら
し
た
影
響
等
に
つ
い
て

▼ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
国
人
住
民
支
援

と
国
際
交
流
に
つ
い
て

磯
野 

勝
　
自
民
　
向
日
市

今
後
の
京
都
観
光
の
振
興
の
た
め
に
は
、ナ
イ

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
重

要
だ
と
考
え
る
。ナ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
る

取
り
組
み
や
、ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
発
信
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

質
問

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
、野
外
シ
ネ
マ
な
ど
も
地
元

で
の
宿
泊
に
つ
な
が
り
、高
い
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
な
ど
を
用
い
、観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情
報

発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

府
域
に
お
け
る

ナ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て

「京都府府内産木材の利用等の
促進に関する条例」を可決

「京都府府内産木材の利用等の
促進に関する条例」を可決

京都府内産の木材を使おう！京都府内産の木材を使おう！

府内産木材の利用は、林業・木材
産業の発展や地域の活性化に寄与
するだけでなく、土砂災害や地球
温暖化の防止など私たちにさま
ざまな恵みをもたらす森林の公益
的機能の発揮に必要不可欠です。

府内産木材の利用
で森林を守る

府民の皆様や関係事業者の方々と
意見交換を行う府民会議を設置
するなどオール京都で府内産木材
の利用促進に取り組むとともに、府
が整備する公共建築物などについ
ては、府内産木材による木造化を
原則義務付けます。

府内産木材を利用する意義を広く
発信することで、府民の皆様や事
業者の方々の府内産木材を利用し
ようとする気運が高まるよう取り
組みます。

オール京都で
府内産木材の利用を促進

府内産木材を
利用する意義の共有

本条例の検討経過やご意見、それぞれのご意見に
対する府議会の考え方については、こちらの
ホームページで公開中。

条例中間案へたくさんのご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

令
和
4
年
５
月
臨
時
会
の
日
程（
予
定
）

５
月
13
日（
金
）〜
５
月
18
日（
水
）

会 

期

※
議
会
の
様
子
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

No.46洛北高等学校3年生
田中 杏佳さんに題字を
書いていただきました

発行／京都府議会
編集／京都府議会広報広聴会議　

京都府
議会
HP

1 令和4年（2022年）5月 府議会だより No.46 4k京都府議会事務局総務課　l 075-414-5551　m 075-441-8398　n gikaisohmu@pref.kyoto.lg.jp
●次回の「京都府議会だより」は7月に発行します。



令
和
4
年
2
月
9
、10
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代
表

質
問

議員が高校生の声を聞く
高校生に、府議会や議員との直接の関わり合いを通じて府議会への関心を高めていただき、議会を身近なものとするため、
「出前高校生議会」を実施しました。また、今年度も開催希望校を募集中です。

今年度の税金の使い道
２月定例会では、今年度の当初予算に関する議案の審査において、知事などにさまざまな質問や要望を行いました。

11

●今自分たちが思っていることや不満などが、少しずつ改善されてきてい
るということを改めて感じさせてもらった
●今回の意見交換会に参加して、今まではよく分からなかった議会のこと
や取り組みについて知ることができたので本当に良かった

●

●

府立西城陽高等学校　
誰もが活躍でき、あらゆる人権が
尊重される社会に関して

生徒の主な感想

●議員さんたちに、自分たちの意見を伝えることができて、非常に良い経験
になった
●政治についてしっかり考えていきたいと思った

●

●

府立東稜高等学校
高校生が考える京都の町を守る
防災、減災対策について

●今回の「出前高校生議会」を通じて新しい考え方や討論することの大切
さを知った
●難しい話題でも自分たちの身近なことから簡単に考えていくと、新たな
改善点が見つかったりするので、これからは意見をたくさん出して良い
討論をしていきたいと思う

●

●

京都西山高等学校
ブラック校則について

令和4年度当初予算

一般会計

１兆834億
4,100万円

子育て・
教育環境の
充実

文化振興
と魅力ある
地域づくり

命・暮らし・事業
を守る

コロナ対策

府民の
安心・

安全対策
約804億円約62億円

約2,312億円約15億円

オール京都で展開している「WEラブ赤ちゃんプロ
ジェクト」の取り組み強化や、ICT教育の推進や専科
教員の増員など、教育環境を充実。

文化庁京都移転を控え、文化首都・京都の魅力を広く
国内外に発信する取り組みを展開。また、府内産農林
水産物などのブランド力を強化。

ワクチンの３回目の接種が円滑に進むよう、市町村
などを支援するとともに、感染状況に応じた対策を
推進。また、雇用・経済対策を強化。

新たに児童虐待に関する条例を制定し、虐待の防止に
取り組むほか、医療・福祉・生活の安心・安全を構築。
また、交通基盤などのインフラ整備を推進。

予算審査
予算特別委員会小委員会を設置し、知事から提案されたお
金の使い道について、部局別審査や総括質疑を行います。

この額は・・・
東京スカイツリーを約16塔
建てられる金額です

主な
テーマ

主な
テーマ

主な
テーマ

オンライン開催

▲
質問映像はこちらから

※令和3年度2月補正予算と一体的に編成された14カ月予算

水
谷 

修
　
共
産
　
宇
治
市
・
久
世
郡

北
陸
新
幹
線
金
沢
–
敦
賀
間
の
建
設
費
は
１
兆

6
，7
9
9
億
円
、１
km
当
た
り
1
4
5・9
億

円
、敦
賀
–
新
大
阪
間
の
建
設
費
は
2・1
兆
円
、１
km
当

た
り
1
4
6・9
億
円
と
積
算
さ
れ
て
い
る
。８
割
以
上
が

ト
ン
ネ
ル
で
こ
の
積
算
は
過
小
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

建
設
費
に
つ
い
て
は
、現
在
、鉄
道・運
輸
機
構

が
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、詳
細
な
計
画

が
検
討
さ
れ
た
上
で
、国
や
鉄
道・運
輸
機
構
か
ら
示

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

北
陸
新
幹
線
の

大
阪
延
伸
に
つ
い
て

小
鍛
治 

義
広
　
公
明
　
南
区

本
府
で
は
府
立
高
校
の
生
徒
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
た
検
証
な
ど
を
実

施
し
、４
年
度
か
ら
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
新
た
な
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、ど
の
よ
う
に

I
C
T
教
育
を
推
進
す
る
の
か
。

質
問

通
信
環
境
の
整
備
や
教
員
用
端
末
の
配
備
の

ほ
か
、「
京
都
府
デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
創
設
し
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
学
習
支
援

や
人
材
育
成
を
行
う
な
ど
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答
弁

教
育
環
境
の
整
備
と

I
C
T
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

北
岡 

千
は
る
　
府
民
　
左
京
区

コ
ロ
ナ
禍
で
立
場
の
弱
い
方
や
中
小
企
業
へ
の

支
援
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
予

算
を
評
価
す
る
。そ
の
中
で
、３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
自
宅
療
養
者
な
ど
への
医
療
提
供
や
市
町
村
と
連
携

し
た
取
り
組
み
は
。

質
問

丁
寧
な
広
報
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
へ
の
不
安
を

解
消
し
、３
回
目
接
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、

訪
問
診
療
や
経
口
治
療
薬
配
送
な
ど
の
支
援
体
制

を
強
化
し
、市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
安
心
し
て
自

宅
療
養
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。

答
弁

令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

お
よ
び
3
年
度

補
正
予
算
案
に
つ
い
て

知事へ「意見・提言」を提出

新型コロナウイルス感
染症対策や、子育て環境
日本一の推進について
重点事項として取りまと
めました。知事からは
「しっかり受け止め今後
の府政運営に最大限生
かしたい」との発言があ
りました。

議会での意見がしっかり反映されるよう、議長から知事に対
して審議した内容を取りまとめた「意見・提言」を提出します。

予算特別委員会を開催出前高校生議会を開催

17
2021

1 11
2022

1 17
2022

荒
巻 

隆
三
　
自
民
　
東
山
区

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
年
度
当
初
か
ら
真
に

必
要
な
予
算
が
計
上
さ
れ
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

総
合
対
策
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
整
備
や
不
妊
治
療
費

助
成
の
拡
充
な
ど
、き
め
細
や
か
な
対
応
も
数
多
い
。

予
算
編
成
に
込
め
た
思
い
は
。

質
問

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、コロ
ナ
対
策
を
最
重

要
課
題
と
し
て
命
と
健
康
を
守
る
対
策
を
は

じ
め
、離
職
者
や
非
正
規
雇
用
の
方
へ々
の
雇
用
と
暮

ら
し
の
支
援
な
ど
、必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業
を
全
て

盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
。

答
弁

令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
に
つ
い
て

島
田 

敬
子
　
共
産
　
右
京
区

医
療
や
保
健
所
業
務
な
ど
が
逼
迫
す
る
な
か
、

医
療
機
関
へ
の
診
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
府

民
に
混
乱
が
広
が
っ
て
い
る
。ど
う
し
た
ら
よ
い
か
判

断
で
き
る
よ
う
、知
事
が
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会

議
や
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ
、府
民
の
皆
さ

ま
に
直
接
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
。今
後
も
感
染
状
況

や
国
の
動
き
な
ど
に
応
じ
て
、必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
ま
い
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

●どこか遠い印象もあった「政治」が密接に感じられる機会となった
●今後政治を他人事と思わずに投票を通じて参加していきたい
●
●

府立福知山高等学校
京都府北部の経済支援の拡充主な

テーマ
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令
和
4
年
2
月
9
、10
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代
表

質
問

議員が高校生の声を聞く
高校生に、府議会や議員との直接の関わり合いを通じて府議会への関心を高めていただき、議会を身近なものとするため、
「出前高校生議会」を実施しました。また、今年度も開催希望校を募集中です。

今年度の税金の使い道
２月定例会では、今年度の当初予算に関する議案の審査において、知事などにさまざまな質問や要望を行いました。

11

●今自分たちが思っていることや不満などが、少しずつ改善されてきてい
るということを改めて感じさせてもらった
●今回の意見交換会に参加して、今まではよく分からなかった議会のこと
や取り組みについて知ることができたので本当に良かった

●

●

府立西城陽高等学校　
誰もが活躍でき、あらゆる人権が
尊重される社会に関して

生徒の主な感想

●議員さんたちに、自分たちの意見を伝えることができて、非常に良い経験
になった
●政治についてしっかり考えていきたいと思った

●

●

府立東稜高等学校
高校生が考える京都の町を守る
防災、減災対策について

●今回の「出前高校生議会」を通じて新しい考え方や討論することの大切
さを知った
●難しい話題でも自分たちの身近なことから簡単に考えていくと、新たな
改善点が見つかったりするので、これからは意見をたくさん出して良い
討論をしていきたいと思う

●

●

京都西山高等学校
ブラック校則について

令和4年度当初予算

一般会計

１兆834億
4,100万円

子育て・
教育環境の
充実

文化振興
と魅力ある
地域づくり

命・暮らし・事業
を守る

コロナ対策

府民の
安心・

安全対策
約804億円約62億円

約2,312億円約15億円

オール京都で展開している「WEラブ赤ちゃんプロ
ジェクト」の取り組み強化や、ICT教育の推進や専科
教員の増員など、教育環境を充実。

文化庁京都移転を控え、文化首都・京都の魅力を広く
国内外に発信する取り組みを展開。また、府内産農林
水産物などのブランド力を強化。

ワクチンの３回目の接種が円滑に進むよう、市町村
などを支援するとともに、感染状況に応じた対策を
推進。また、雇用・経済対策を強化。

新たに児童虐待に関する条例を制定し、虐待の防止に
取り組むほか、医療・福祉・生活の安心・安全を構築。
また、交通基盤などのインフラ整備を推進。

予算審査
予算特別委員会小委員会を設置し、知事から提案されたお
金の使い道について、部局別審査や総括質疑を行います。

この額は・・・
東京スカイツリーを約16塔
建てられる金額です

主な
テーマ

主な
テーマ

主な
テーマ

オンライン開催

▲
質問映像はこちらから

※令和3年度2月補正予算と一体的に編成された14カ月予算

水
谷 

修
　
共
産
　
宇
治
市
・
久
世
郡

北
陸
新
幹
線
金
沢
–
敦
賀
間
の
建
設
費
は
１
兆

6
，7
9
9
億
円
、１
km
当
た
り
1
4
5・9
億

円
、敦
賀
–
新
大
阪
間
の
建
設
費
は
2・1
兆
円
、１
km
当

た
り
1
4
6・9
億
円
と
積
算
さ
れ
て
い
る
。８
割
以
上
が

ト
ン
ネ
ル
で
こ
の
積
算
は
過
小
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

建
設
費
に
つ
い
て
は
、現
在
、鉄
道・運
輸
機
構

が
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、詳
細
な
計
画

が
検
討
さ
れ
た
上
で
、国
や
鉄
道・運
輸
機
構
か
ら
示

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

北
陸
新
幹
線
の

大
阪
延
伸
に
つ
い
て

小
鍛
治 

義
広
　
公
明
　
南
区

本
府
で
は
府
立
高
校
の
生
徒
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
た
検
証
な
ど
を
実

施
し
、４
年
度
か
ら
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
新
た
な
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、ど
の
よ
う
に

I
C
T
教
育
を
推
進
す
る
の
か
。

質
問

通
信
環
境
の
整
備
や
教
員
用
端
末
の
配
備
の

ほ
か
、「
京
都
府
デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
創
設
し
、デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
学
習
支
援

や
人
材
育
成
を
行
う
な
ど
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答
弁

教
育
環
境
の
整
備
と

I
C
T
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

北
岡 

千
は
る
　
府
民
　
左
京
区

コ
ロ
ナ
禍
で
立
場
の
弱
い
方
や
中
小
企
業
へ
の

支
援
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
予

算
を
評
価
す
る
。そ
の
中
で
、３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
自
宅
療
養
者
な
ど
への
医
療
提
供
や
市
町
村
と
連
携

し
た
取
り
組
み
は
。

質
問

丁
寧
な
広
報
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
へ
の
不
安
を

解
消
し
、３
回
目
接
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、

訪
問
診
療
や
経
口
治
療
薬
配
送
な
ど
の
支
援
体
制

を
強
化
し
、市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
安
心
し
て
自

宅
療
養
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。

答
弁

令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

お
よ
び
3
年
度

補
正
予
算
案
に
つ
い
て

知事へ「意見・提言」を提出

新型コロナウイルス感
染症対策や、子育て環境
日本一の推進について
重点事項として取りまと
めました。知事からは
「しっかり受け止め今後
の府政運営に最大限生
かしたい」との発言があ
りました。

議会での意見がしっかり反映されるよう、議長から知事に対
して審議した内容を取りまとめた「意見・提言」を提出します。

予算特別委員会を開催出前高校生議会を開催

17
2021

1 11
2022

1 17
2022

荒
巻 

隆
三
　
自
民
　
東
山
区

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
年
度
当
初
か
ら
真
に

必
要
な
予
算
が
計
上
さ
れ
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

総
合
対
策
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
整
備
や
不
妊
治
療
費

助
成
の
拡
充
な
ど
、き
め
細
や
か
な
対
応
も
数
多
い
。

予
算
編
成
に
込
め
た
思
い
は
。

質
問

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、コロ
ナ
対
策
を
最
重

要
課
題
と
し
て
命
と
健
康
を
守
る
対
策
を
は

じ
め
、離
職
者
や
非
正
規
雇
用
の
方
へ々
の
雇
用
と
暮

ら
し
の
支
援
な
ど
、必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
業
を
全
て

盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
。

答
弁

令
和
４
年
度

当
初
予
算
案
に
つ
い
て

島
田 

敬
子
　
共
産
　
右
京
区

医
療
や
保
健
所
業
務
な
ど
が
逼
迫
す
る
な
か
、

医
療
機
関
へ
の
診
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
府

民
に
混
乱
が
広
が
っ
て
い
る
。ど
う
し
た
ら
よ
い
か
判

断
で
き
る
よ
う
、知
事
が
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会

議
や
記
者
会
見
な
ど
を
通
じ
、府
民
の
皆
さ

ま
に
直
接
説
明
し
て
き
た
と
こ
ろ
。今
後
も
感
染
状
況

や
国
の
動
き
な
ど
に
応
じ
て
、必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
て
ま
い
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

●どこか遠い印象もあった「政治」が密接に感じられる機会となった
●今後政治を他人事と思わずに投票を通じて参加していきたい
●
●

府立福知山高等学校
京都府北部の経済支援の拡充主な

テーマ

1124
2021

生徒の主な感想
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一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

２月15日㈫

岡
本 

和
德

府
民
　
右
京
区

▼ 

高
等
技
術
専
門
校
の
人
材
育
成
強
化

に
つ
い
て

▼ 

デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

に
つ
い
て

山
内 

佳
子

共
産
　
南
区

▼ 

高
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
通
学
費

な
ど
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

つ
い
て

▼ 

向
日
が
丘
支
援
学
校
の
建
て
替
え
と

寄
宿
舎
の
存
続
に
つ
い
て

自
民
　
下
京
区

小
巻 

實
司

▼ 

府
有
資
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

▼ 

鴨
川
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て共

産
　
八
幡
市

森
下 

由
美

▼ 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
保
健
所
の
体

制
強
化
に
つ
い
て

▼ 

大
型
商
業
施
設
の
影
響
に
よ
る
交
通

渋
滞
に
つ
い
て

自
民
　
宇
治
市
・
久
世
郡

藤
山 
裕
紀
子

▼ 

き
ょ
う
と
子
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業
に

つ
い
て

▼ 

京
都
府
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

２月16日㈬

諸
岡 
美
津

公
明
　
右
京
区

▼ 

本
府
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ

い
て

▼ 

発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て

兎
本 

和
久

自
民
　
木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

府
南
部
地
域
の
高
速
道
路
の
整
備
効

果
に
つ
い
て

▼ 

淀
川
水
系
木
津
川
流
域
の
今
後
の
河

川
整
備
に
つ
い
て

四
方 

源
太
郎

自
民
　
綾
部
市

▼ 

京
都
府
立
農
業
大
学
校
の
充
実・発
展

に
つ
い
て

▼ 

府
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

２月14日㈪

中
村 

正
孝
　
自
民
　
亀
岡
市

中
小
企
業
対
策
と
し
て
創
設
し
た
融
資
制

度
を
含
め
、本
府
も
事
業
継
続
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
企
業
も
多
い
。

経
営
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
伴
走
支
援
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

先
行
し
て
府
内
４
地
域
に
特
別
経
営
指
導
員

を
配
置
し
金
融
機
関
と
協
力
し
て
中
小
企

業
の
経
営
改
善
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
金
融・経
営

一
体
型
支
援
事
業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
、特
別
経
営

指
導
員
の
増
員
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

答
弁

そ
の
他
の
項
目
は
府
議
会

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

２
月
定
例
会
の
議
決
結
果
は

府
議
会
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

原
田 

完

共
産
　
中
京
区

▼ 

小
規
模
農
家
や
新
規
就
農
者
等
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
農
家
へ
の
支
援
に

つ
い
て

▼ 

中
小
企
業
の
経
営
の
実
態
と
そ
の
支

援
策
に
つ
い
て

家
元 

優

自
民
　
福
知
山
市

▼ 

京
都
府
消
防
体
制
の
整
備
推
進
計
画
に

基
づ
く
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

▼ 
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
と

地
域
の
受
入
体
制
に
つ
い
て

田
中 

美
貴
子

府
民
　
宇
治
市
・
久
世
郡

▼ 

児
童
相
談
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

▼ 

子
ど
も
の
医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て

北
原 

慎
治

自
民
　
右
京
区

▼ 

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

▼ 

野
生
鳥
獣
の
ペッ
ト
フ
ー
ド
利
用
に
つ

い
て

林 

正
樹

公
明
　
山
科
区

▼ 

収
入
証
紙
廃
止
に
よ
る
キ
ャッ
シ
ュレ
ス

決
済
の
円
滑
な
実
施
と
決
済
情
報
を

活
用
し
た
電
子
申
請
の
さ
ら
な
る
推

進
に
つ
い
て

▼ 

京
都
府
立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
書

籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と
機
能
強
化

に
つ
い
て

代
表

質
問

上
倉 

淑
敬

維
新
　
伏
見
区

▼ 

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て

▼ 

児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
た
若
者
の

支
援
に
つ
い
て

山
本 

篤
志

府
民
　
木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
障
が
い

者
に
も
た
ら
し
た
影
響
等
に
つ
い
て

▼ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
国
人
住
民
支
援

と
国
際
交
流
に
つ
い
て

磯
野 

勝
　
自
民
　
向
日
市

今
後
の
京
都
観
光
の
振
興
の
た
め
に
は
、ナ
イ

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
重

要
だ
と
考
え
る
。ナ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
る

取
り
組
み
や
、ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
発
信
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

質
問

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
、野
外
シ
ネ
マ
な
ど
も
地
元

で
の
宿
泊
に
つ
な
が
り
、高
い
経
済
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
な
ど
を
用
い
、観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
情
報

発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

府
域
に
お
け
る

ナ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
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「京都府府内産木材の利用等の
促進に関する条例」を可決

「京都府府内産木材の利用等の
促進に関する条例」を可決

京都府内産の木材を使おう！京都府内産の木材を使おう！

府内産木材の利用は、林業・木材
産業の発展や地域の活性化に寄与
するだけでなく、土砂災害や地球
温暖化の防止など私たちにさま
ざまな恵みをもたらす森林の公益
的機能の発揮に必要不可欠です。

府内産木材の利用
で森林を守る

府民の皆様や関係事業者の方々と
意見交換を行う府民会議を設置
するなどオール京都で府内産木材
の利用促進に取り組むとともに、府
が整備する公共建築物などについ
ては、府内産木材による木造化を
原則義務付けます。

府内産木材を利用する意義を広く
発信することで、府民の皆様や事
業者の方々の府内産木材を利用し
ようとする気運が高まるよう取り
組みます。

オール京都で
府内産木材の利用を促進

府内産木材を
利用する意義の共有

本条例の検討経過やご意見、それぞれのご意見に
対する府議会の考え方については、こちらの
ホームページで公開中。

条例中間案へたくさんのご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。
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No.46洛北高等学校3年生
田中 杏佳さんに題字を
書いていただきました
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